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は
じ
め
に

伊
万
里
市
民
図
書
館
は
、
今
年
度
で
開
館

30
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
が
、
計
画
・

設
計
段
階
か
ら
の
市
民
と
行
政
と
の
協
働
や
、

友
の
会
組
織
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
長
く
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
は
き
め

細
や
か
な
配
慮
と
機
能
性
に
溢
れ
た
施
設
設

備
な
ど
へ
の
評
価
が
高
い
。
ま
た
一
方
で
、

人
口
減
少
（
本
年
９
月
現
在
５
１
︐０
３
３
人
）

や
少
子
高
齢
化
、
施
設
の
老
朽
化
、
利
用
者

層
の
固
定
化
や
貸
出
冊
数
の
減
少
な
ど
、
多

く
の
公
共
図
書
館
と
同
様
の
課
題
も
抱
え
て

い
る
。
い
わ
ば
老
舗
の
風
格
す
ら
漂
う
当
館

が
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
と
い
う
現
代
的
課
題
の
解
決

に
資
す
る
整
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
経
緯

と
、
現
在
の
状
況
・
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

報
告
す
る
。

１
．
地
方
自
治
と
公
共
図
書
館

戦
後
、
多
く
の
公
共
図
書
館
は
住
民
自
治

や
住
民
運
動
の
中
で
生
ま
れ
て
発
展
し
て
き

た
。
当
館
も
、
地
方
自
治
の
観
点
で
遡
れ
ば
、

ま
ず
、
図
書
館
づ
く
り
を
め
ざ
す
市
民
運
動

の
段
階
で
新
境
地
を
開
い
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
行
政
に
対
し
て
、
質
問
や
ゆ
さ
ぶ
り
を

か
け
て
要
求
を
と
お
そ
う
と
す
る
従
来
型
の

市
民
運
動
で
は
な
く
、
市
民
と
行
政
が
共
に

汗
を
流
し
て
素
晴
ら
し
い
図
書
館
を
作
ろ
う

と
い
う
姿
勢
を
貫
い
た
点
で
あ
る
。

建
設
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
伊
万
里
を
つ

く
り　

市
民
と
と
も
に
そ
だ
つ　

市
民
の
図

書
館
」
で
あ
っ
た
。
今
も
館
内
に
掲
額
さ
れ
、

館
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。
市
民
と
図
書
館
が
相
互
に
影
響
し
、
両

者
が
循
環
し
な
が
ら
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
た
標
語
で
あ
る
。
ま
た
建
設
後
は
、

図
書
館
友
の
会
組
織
で
あ
る
「
図
書
館
フ
レ

ン
ズ
い
ま
り
（
以
下
、
フ
レ
ン
ズ
）」
に
よ
る

長
年
に
わ
た
る
参
画
と
、
市
民
と
行
政
と
の

協
働
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

同
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
提
言
と

協
力
」。
メ
ン
バ
ー
は
誇
ら
し
く
次
の
よ
う
に

語
る
。「
私
た
ち
は
図
書
館
に
協
力
は
す
る
が
、

体
の
い
い
お
手
伝
い
で
は
な
い
。
行
政
と
も

対
等
の
立
場
で
言
う
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　
　
　
　
と 

公
共
図
書
館
・
社
会
教
育
の
役
割

A R T I C L E

伊
万
里
市
民
図
書
館
　
統
括
管
理
者
　
鴻
上
哲
也
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と
提
言
す
る
。」
つ
ま
り
、
一
方
的
な
従
属
・

支
配
の
関
係
で
は
な
く
、
い
い
意
味
で
の
緊

張
感
の
あ
る
関
係
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
当
館
は
、
首
長
が
率
い
る
団

体
自
治
と
、
市
民
が
主
導
す
る
住
民
自
治
の

両
面
を
兼
ね
備
え
た
社
会
教
育
施
設
と
し
て
、

注
目
を
集
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
互
恵
的

な
関
係
が
30
年
間
も
続
い
て
い
る
こ
と
の
理

由
を
探
ろ
う
と
、
全
国
各
地
か
ら
視
察
が
後

を
絶
た
な
い
。

２
．
Ｇ
Ｘ
推
進
と
地
方
自
治

Ｇ
Ｘ
と
は
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と

し
た
現
在
の
産
業
・
社
会
構
造
を
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
へ
転
換
す
る
取
組
全
般

を
指
し
て
言
う
。
地
球
温
暖
化
対
策
と
経
済

成
長
を
両
立
さ
せ
る
社
会
変
革
で
あ
り
、
当

市
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
最
も
グ

ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
取
組
が
必
要
と

さ
れ
る
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と

気
候
変
動
へ
の
具
体
策
と
し
て
、
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
、
市
長
が
当
館
を
Ｇ
Ｘ
推
進
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
環
境
政
策
の
一
環
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

の
強
い
Ｇ
Ｘ
だ
が
、
企
業
や
行
政
だ
け
で
な

く
、
家
庭
・
地
域
・
個
人
レ
ベ
ル
の
取
組
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
図
書
館
の
持
つ
資
料

収
集
・
提
供
と
情
報
発
信
の
機
能
、
住
民
同

士
の
相
互
学
習
や
交
流
促
進
の
機
能
を
期
待

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
現
代
的
・
地
域
的
課
題
の
解

決
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
社
会
教
育

施
設
で
あ
る
公
共
図
書
館
と
し
て
、
Ｇ
Ｘ
推

進
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
あ
っ
た
が
、
市

長
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
、
住
民
自
治
の
代

表
と
も
言
え
る
フ
レ
ン
ズ
は
慎
重
な
反
応
を

示
し
、
そ
れ
以
後
の
学
習
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
の
開
催
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

３
．
公
共
図
書
館
に
お
け
る
要
求
課
題
と

　
　
必
要
課
題

長
ら
く
社
会
教
育
行
政
の
関
係
者
は
、
市

民
の
個
人
的
要
望
で
あ
る
要
求
課
題
と
、
社

会
や
公
共
の
要
請
で
あ
る
必
要
課
題
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
こ
と
に
腐
心
し
て
き
た
。
し
か

し
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
の
生
涯
学
習

振
興
法
以
来
、
国
民
の
学
習
へ
の
抵
抗
感
を

薄
め
る
た
め
に
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
的
な

生
涯
学
習
事
業
が
広
ま
り
、
公
共
心
を
育
む

「
社
会
教
育
」
的
な
内
容
は
学
習
者
か
ら
敬
遠

さ
れ
る
状
況
が
続
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

図
書
館
は
資
料
・
職
員
・
施
設
の
３
要
素
が

整
っ
て
い
た
た
め
、
個
人
学
習
の
支
援
に
最

適
と
さ
れ
、
公
民
館
や
博
物
館
に
比
べ
て
館

数
を
増
や
し
て
き
た
。
特
に
近
年
は
、
総
合

文
化
施
設
や
観
光
・
防
災
拠
点
と
の
複
合
化

な
ど
百
花
繚
乱
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
多
く
の
図
書
館
員
は
利
用
者
の
要

望
を
満
た
す
た
め
に
、
予
算
要
求
や
事
業
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
資
料
の
充
実
や

快
適
設
備
の
導
入
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
貸
出
冊
数
を
上
げ
る
こ
と
が
最

重
要
の
指
標
と
な
り
、
ニ
ー
ズ
優
先
の
選
書

▶館内外の随所に、市民の想いに答えて工夫を凝らした設計が見られる
　（伊万里市民図書館）
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を
行
う
こ
と
が
是
と
さ
れ
て
い
る
図
書
館
は

多
い
。

当
館
は
、
設
置
条
例
の
第
１
条
で
そ
の
設

置
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
伊
万
里
市
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
知
的
自
由

を
確
保
し
、
文
化
的
か
つ
民
主
的
な
地
方
自

治
の
発
展
の
た
め
、
自
由
で
公
平
な
資
料
と

情
報
を
提
供
す
る
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

伊
万
里
市
民
図
書
館
を
設
置
す
る
。」

こ
れ
を
受
け
て
当
館
で
は
、「
市
民
の
知
的

自
由
を
確
保
」
す
る
た
め
に
、
蔵
書
構
成
の

充
実
と
魅
力
的
な
書
棚
作
り
に
専
念
し
て
き

た
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
地
域
住
民
の
困
り

感
に
基
づ
い
た
テ
ー
マ
展
示
を
企
画
し
た
り
、

関
連
行
政
部
局
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
（
学

力
向
上
に
向
け
た
学
校
図
書
館
と
の
連
携
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
役
立
つ
資
料
の
収
集
と

提
供
・
社
会
的
課
題
解
決
に
向
け
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
）
を
展
開
し
た
り
す
る
な
ど
、「
文
化

的
か
つ
民
主
的
な
地
方
自
治
の
発
展
」
に
資

す
る
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、

要
求
課
題
と
必
要
課
題
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

こ
と
は
、
当
館
の
重
要
な
運
営
方
針
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
こ
と

を
先
人
た
ち
は
開
館
当
初
に
高
ら
か
に
宣
言

し
て
い
た
と
も
言
え
る
。

４
．
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ラ
イ
ブ

　
　
ラ
リ
ー
構
想
の
経
緯 

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
、
実
業
家
の
前

沢
勇
作
氏
が
募
集
し
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
」
に
、
当
市
の
企
画
政
策
課
職
員
が
図

書
館
を
脱
炭
素
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
企
画

を
応
募
し
採
択
さ
れ
、
１
０
０
０
万
円
が
寄

付
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
関
係
課
と
事
業
化
に

つ
い
て
協
議
し
、
Ｇ
Ｘ
を
推
進
す
る
拠
点
施

設
と
し
て
市
民
図
書
館
を
整
備
す
る
た
め
、

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
当
初
予
算
に
太

陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置
工
事
費
約

８
７
０
０
万
円
及
び
、
庭
園
等
の
改
修
設
計

業
務
委
託
費
約
７
２
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

具
体
的
な
工
事
内
容
は
今
後
市
民
と
協
議
し

な
が
ら
決
め
る
こ
と
と
し
、
財
源
は
国
の
脱

炭
素
化
推
進
事
業
債
を
充
て
て
い
た
。

し
か
し
、
唐
突
で
高
額
な
予
算
計
上
は
、

フ
レ
ン
ズ
の
違
和
感
と
不
信
感
を
招
い
た
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
３
月
15
日
に
、「
図

書
館
計
画
に
対
す
る
要
望
書
」
が
市
長
・
議
長
・

教
育
長
に
提
出
さ
れ
、
自
分
た
ち
の
意
見
を

計
画
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
も

と
よ
り
、
脱
炭
素
に
か
か
る
勉
強
会
の
開
催

を
計
画
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
先
行
し
て
市

民
主
催
の
事
業
が
行
わ
れ
、
続
い
て
行
政
主

催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
説
明
会
を
開
催
し

た
。
議
論
を
始
め
た
頃
は
、
Ｇ
Ｘ
推
進
の
事

業
よ
り
も
、
資
料
費
や
老
朽
化
し
た
施
設
の

改
修
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
が
、
忌
憚
の
な
い
学
習
を
重
ね

な
が
ら
、
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｎ
Ｌ
）
の
構
築
に

向
け
た
計
画
を
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
で

進
め
て
い
る
。

▲明るく広い一般開架室。蔵書 42 万点も、低書架で圧迫感がない。
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５
．
現
状
と
今
後
の
見
通
し

市
で
は
、
図
書
館
の
す
べ
て
の
電
力
を
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
環
境
に
つ
い
て
学

び
、
行
動
す
る
市
民
を
育
て
支
援
す
る
社
会

教
育
施
設
と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｌ
は
通
常
の
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
Ｇ
Ｘ
関
連
の
資
料

や
情
報
の
収
集
提
供
と
学
習
機
会
提
供
や
団

体
活
動
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
機

能
を
付
加
す
る
こ
と
で
あ
る
と
市
民
に
説
明

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
市
の
脱
炭
素
化
に

向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
の
柱
で
あ
り
、
図
書
館

と
し
て
は
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
魅
力
を

高
め
、
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
将
来
戦
略

で
も
あ
る
。

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
状
況

①
機
器
の
更
新
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
か
ら
照
明
と

空
調
の
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
電
力
使

用
量
の
25
％
削
減
を
達
成
し
た
。

②
市
民
学
習
会
の
開
催
と
基
本
構
想

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
３
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
に
計
７
回
開
催
し
、
市
民
の

視
点
か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｌ
の
基
本
構
想
を
作
成

し
た
。

③
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

　
事
業
者
選
定

基
本
構
想
を
も
と
に
、
本
館
と
庭
園
の
整

備
の
方
向
性
の
調
査
検
討
を
行
う
専
門

事
業
者
を
選
定
し
た
。

④
企
画
調
査
報
告
書
の
提
出

２
０
２
５
（
令
和
７
年
）
３
月
に
当
該
事

業
者
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
た
。

⑤
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
工
事

２
０
２
５
（
令
和
７
年
）
６
月
ま
で
に
、

駐
車
場
に
カ
ー
ポ
ー
ト
型
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
、
自
立
型
街
路
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
、

館
内
に
発
電
量
監
視
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
た
。

（
２
）
今
後
の
見
通
し

①
基
本
計
画
の
策
定

先
の
調
査
報
告
を
も
と
に
、
本
館
と
庭
園

等
の
改
修
の
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定

し
、
実
施
設
計
を
委
託
す
る
事
業
者
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
す
る
。

②
実
施
設
計
の
策
定
及
び
予
算
化

今
年
度
中
に
改
修
の
実
施
設
計
を
策
定

し
、
来
年
度
の
当
初
予
算
に
反
映
さ
せ

る
。

③
Ｃ
Ｎ
Ｌ
構
築
工
事
の
着
手

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
度
、
本
館
に
環

境
教
育
に
必
要
な
設
備
・
機
器
を
整
備

す
る
。

２
０
２
７
（
令
和
９
）
年
度
、
南
北
の
庭

園
を
改
修
す
る
。

④
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
及
び

　
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

▲第4回ワークショップの模様（伊万里市民図書館）
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今
年
度
11
月
に
、
環
境
教
育
に
特
化
し
た

資
料
等
を
展
示
す
る
「
エ
コ
ま
ち
コ
ー

ナ
ー
」
を
館
内
に
開
設
す
る
。

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
度
以
降
に
、
子

ど
も
や
市
民
が
、
環
境
に
つ
い
て
楽
し

く
学
べ
る
映
像
教
材
や
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
教
育
関
係
者
や
専
門
業
者
と
共

に
作
成
す
る
。

６
．
市
民
と
作
っ
た

　
　
Ｃ
Ｎ
Ｌ
基
本
構
想
の
概
要

非
常
に
完
成
度
の
高
い
施
設
と
、
市
民
の

満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る

当
館
に
、
た
と
え
公
益
性
の
高
い
Ｇ
Ｘ
推
進

が
目
的
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
新
た
な
付
加

価
値
を
つ
け
て
、
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
な

か
っ
た
設
備
を
不
用
意
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
統
一
感
が
崩
れ
る
こ
と
を
恐
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
図
書
館
を
愛

す
る
市
民
が
納
得
で
き
る
哲
学
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
市
民
と
と
も
に
基
本
構
想
を
練
っ

た
。図

書
館
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
あ
た
た

か
く　

心
静
か
で　

つ
な
が
り
あ
え
る
場
」

と
し
た
。
30
年
前
の
建
設
時
の
理
念
を
ベ
ー

ス
に
し
、
つ
な
が
る
の
は
、
人
と
本
、
人
と

人
だ
け
で
な
く
、
現
在
と
未
来
を
つ
な
い
で
、

持
続
可
能
な
社
会
を
作
る
た
め
の
時
間
の
つ

な
が
り
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、「
情
報
と

体
験
と
協
働
の
風
」
を
Ｇ
Ｘ
に
よ
っ
て
起
こ

す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
。

施
設
設
備
の
形
状
変
更
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
開
架
室
・
集
会
室
等
の
形
状
と
機
能
を

極
力
維
持
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
映
像
等
の

設
備
を
施
し
、
疑
似
体
験
を
通
し
た
環
境
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
南
北
の

個
性
的
な
庭
に
は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

た
水
路
の
整
備
や
、
植
栽
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ボ
ン
を
絡
め
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
性

と
再
エ
ネ
の
有
用
性
の
両
方
を
担
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
練
り
上
げ
た
基
本
構
想
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
今
後
は
専
門
業
者
や
関
係
職
員

の
知
見
を
加
え
て
、
さ
ら
に
計
画
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
具
体
的
な
整
備
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
市
民
が
参
画
す
る
ス
テ
ッ
プ
を

丁
寧
に
取
る
こ
と
が
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

７
．
図
書
館
で
Ｇ
Ｘ
を
推
進
す
る
意
義

環
境
教
育
の
目
的
を
定
め
た
国
連
の
「
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
憲
章
」（
１
９
７
５
年
）
で
は
、

市
民
が
環
境
を
意
識
し
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、「
関
心
・
知
識
・
態
度
・
技
能
・

評
価
能
力
・
参
加
」
と
い
う
段
階
的
な
目
標

を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
総
体
と
し
て
実
践
し
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
貢
献
し
う
る

公
共
の
社
会
教
育
施
設
は
図
書
館
に
他
な
ら

な
い
と
考
え
て
、
鋭
意
作
業
を
進
め
て
い
る
。

最
終
的
に
当
館
が
目
指
す
Ｇ
Ｘ
推
進
の
意
義

は
次
の
４
点
で
あ
る
。

（
１
）
地
域
社
会
へ
の
Ｇ
Ｘ
モ
デ
ル
の
提
示

図
書
館
は
地
域
社
会
に
密
着
し
て
い
る
た

め
、
Ｇ
Ｘ
の
取
組
（
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備

の
導
入
と
活
用
、
環
境
に
配
慮
し
た
建
材
の

使
用
な
ど
）
を
「
見
え
る
か
た
ち
」
で
示
す

こ
と
で
、
住
民
の
関
心
を
高
め
、
他
の
公
共

施
設
・
企
業
等
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
影
響
を
受
け
て
、
地
域
の
自
然
・

環
境
に
つ
い
て
の
社
会
教
育
が
充
実
し
、
郷

土
へ
の
愛
着
や
公
共
性
が
高
ま
る
。
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（
２
）
環
境
教
育
・
啓
発
の
拠
点

図
書
館
は
「
知
識
・
情
報
の
ハ
ブ
」
と
し
て
、

Ｇ
Ｘ
に
関
す
る
資
料
収
集
・
展
示
・
講
座
開

催
（
脱
炭
素
・
気
候
変
動
・
再
エ
ネ
な
ど
に

関
す
る
企
画
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
）

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
に
対
す
る
環
境
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
と
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
市
民
の
行
動
・
態
度
変
容
の
促
進

Ｇ
Ｘ
推
進
に
は
、
企
業
や
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
学
校
・
家
庭
、
さ
ら
に
は
個
人

一
人
ひ
と
り
の
行
動
化
が
求
め
ら
れ
る
。
図

書
館
で
の
体
験
や
情
報
が
、
市
民
の
日
常
生

活
や
消
費
行
動
に
お
け
る
気
付
き
と
態
度
変

容
を
促
す
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
、
市
民
の

参
画
と
行
政
と
の
協
働
は
Ｇ
Ｘ
に
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
。
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
市
民
団
体
と
図
書
館
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
形
成
さ
れ
る
。

（
４
）
次
世
代
へ
の
教
育
と

　
　

未
来
志
向
の
学
び

学
校
の
授
業
と
連
携
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
を
行
う
。
ま
た
、
子
ど
も
や
若
者

向
け
に
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
に
よ
る
リ
ア
ル

な
映
像
体
験
や
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
を
使
っ

て
実
物
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
加
え
た
装
置
に

よ
る
体
験
学
習
を
通
し
て
、
次
世
代
に
対
す

る
Ｇ
Ｘ
教
育
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に
際
し

て
は
、
現
状
の
評
価
と
未
来
を
分
析
す
る
能

力
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
学
び

の
文
化
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

お
わ
り
に

環
境
問
題
は
世
界
の
指
導
者
や
科
学
者
た

ち
の
間
で
議
論
百
出
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々

の
生
き
方
に
か
か
わ
る
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

自
治
体
の
行
政
も
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い

て
粛
々
と
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
絶
対

的
な
真
理
や
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
賢
明
な
方
策
を
選

択
す
る
た
め
に
人
々
は
学
ぶ
。
Ｇ
Ｘ
推
進
と

い
う
未
知
の
分
野
に
、
個
人
や
家
族
、
地
域

や
企
業
等
が
よ
り
良
い
選
択
を
す
る
た
め
に
、

社
会
教
育
、
な
か
ん
ず
く
公
共
図
書
館
が
果

た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
当
館
が
目
指

す
Ｃ
Ｎ
Ｌ
は
一
朝
一
夕
に
構
築
で
き
る
も
の

で
は
な
い
が
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
が
根

付
い
て
い
る
伊
万
里
市
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
る
と
信
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
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